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■ 父の日の定番プレゼントって…？
　今回、私たちは父の日に関するアンケートを、
４月７日から11日まで本学の学生支援システム
「K-SMAPY」を使い実施。学部生11,160人のう
ち1,112人から回答を得た（回答率10％、誤差：
±0.05％、信頼度95％）。アンケートでは、父の
日・母の日にどのようなプレゼントを贈っているか
や、学生の父・母への思いを探った。
　昨年の父の日に「プレゼントを贈った」と答えた
人は全体の約30％。その中で、贈ったプレゼント
の内訳を見ると、雑貨、洋服、食品・菓子などがそ
れぞれ２割から３割を占め（下図参照）、プレゼン
トとして花を贈ると答えた人が多数であった母の日
と比べ、父の日は回答にバラつきがあり、定番の
プレゼントがないようだった。また、「プレゼン
トを贈った」と回答した人が30％であったのに
対し、「特に行動をしない」という人は48％で、
プレゼントを贈る人が少ないこともうかがえた。父
の日の贈り物に何か良いアドバイスがあれば、プレ
ゼントを贈る人が増えるのではないだろうか。

■ 今年の東急ハンズのオススメ！
　私たちは、父の日に感謝の思いを込めたプレゼン
トを贈る人が増えてほしいと考え、バラエティ豊か
な商品を取りそろえる東急ハンズ渋谷店に、今年の
父の日のオススメ商品を聞いた。
　今回取材に協力してもらった東急ハンズの広報担
当者は、プレゼントを贈られる今どきのお父さんの
傾向について、「ご自分の持ち物
や趣味にこだわりを持ったお父さ
んが多い」と話す。そのため、お
父さんの趣味・嗜好に対応できる
逸品をセレクトしてもらった。
　まずオススメを聞く上で重視
したのがプレゼントにかける予
算だ。私たちが行った調査では
3,000円未満と答えた学生が最も
多く73％。これは他社が実施し
た社会人を含めた調査と比較する
と、学生は社会人と比べて、限ら
れた予算の中でプレゼントを購入
していることが分かった。そこで
今回は、東急ハンズに、3,000円
程度の予算で買える商品３点を紹

介してもらった。
　オススメ商品の１つ目は、使い続けるほど味わ
いが出る牛革のブックカバー「テネレッツアTZ-３ 
BKソフト　レザーブックカバー文庫版」（2,300
円・税別）。読書が好きな男性に人気があり、「通勤
電車の中では読書」というお父さんに愛用されるこ
と間違いなしの一品だ。２つ目は、艶出し用のハイ
ポリッシュが入った本格的な靴磨きセット「Ｍ.モ
ウブレイ　セントパトリックセット」（3,000円・
税別）だ。働くお父さんの必需品である革靴を、こ
の機会に感謝の気持ちを込めてきれいに磨き上げ
てみるのも良いかもしれない。３つ目は「メタ
リックナノパズル　東京スカイツリー」（1,000
円・税別）だ。手のひらサイズのミニチュアモデ
ルの世界を楽しめ、ミニチュア好きのお父さんには
最適な一品だろう。ぜひ、お父さんのこだわりを探
り、それに合ったプレゼントを探してみてほしい。

■ お父さんに「ありがとう」を
　アンケートで「『父の日』は特に何もしない」と
答える人が多い中、意外なほど気持ちが「ほっこ
り」するようなコメントが数多く寄せられた。「い
つもありがとう！今年は母の日だけじゃなく、父の
日もあげるからね！」「今まで愛してもらっている
分、私も両親をもっと大切にしたいです」「毎年何
かできるといいな。ものだけでなく」。恥ずかしく
て、なかなか感謝の言葉を両親に伝えられないとい
う人も多い。照れくさいかもしれないが、毎年父の

日には何もしないという人も、
電話やメールで「ありがとう」
と伝えるだけでもお父さんは
きっと喜ぶはず。
　今回取材に協力してもらった
東急ハンズ渋谷店は、渋谷駅か
ら徒歩７分。学校帰りにプレゼ
ントを選びに、足を運んでみる
のも良いかもしれない。今年の
父の日は、皆さんの家庭ならで
はの１日を過ごしてみてはいか
がだろうか。
《記事》平野《企画》高村・平野

　皆さんは、日頃の感謝を相手に伝えられているだ
ろうか。５月の母の日には、定番ギフトのカーネー
ションと共に感謝を伝える人が多い。そして、６月
の第３日曜日は「父の日」だ。今回私たちは、父の
日が本学の学生の中でどのように意識されているの
かのアンケートを実施した。また、アンケート結果
を基に、渋谷に店舗を構える東急ハンズに今年の
父の日のオススメ商品を聞くことで、学生たちに

手頃な、父の日プレゼントを
提案する。また、調査を通し
て、学生の父親に対する意外
な思いが見えてきた。
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P.4P.4   ◉突撃!!学生記者！「大学を支える縁の下の力持ち」 ◉突撃!!学生記者！「大学を支える縁の下の力持ち」
 ◉こくぴょんのおさんぽ「チェリーロード」 ◉こくぴょんのおさんぽ「チェリーロード」
 ◉渋たま奥の細道「ハチ公前献血ルーム」 ◉渋たま奥の細道「ハチ公前献血ルーム」
 ◉編集後記 ◉編集後記

K：DNA　　創立132年目を迎えた国学院大学の　　　　　…　個人・個性を尊重する校風　若いエネルギーが未来を変える遺 伝 子

「さくらのはちみつ」を
５名様にプレゼント

お知らせ

　アンケートに回答してくださっ
た方の中から抽選で５人の方に本
学たまプラーザキャンパスで活動
する「万葉エコBeeプロジェクト
（詳細は４面に記載）」が採取した、
「さくらのはちみつ（非売品）」を
プレゼントします（締切：６月30
日（月））。①今号で面白かった記事の感想、②プレゼントキー
ワード〈○○○○○のおさんぽ（ヒントは本紙４面）〉、住所、
氏名、所属（在学生〈学科・学年〉、保護者、院友〈本学卒業生〉、
本学・本法人教職員、その他のいずれか）を明記の上、ハガキ・
FAX・Eメールで国学院大学広報課
（連絡先は１面上記参照）までお送り
ください。また、QRコードからEメー
ル作成画面を開くことができます。
　なお、当選者の発表は、商品の発送
をもって代えさせていただきます。
　お送りいただいた方の個人情報は
法令に基づいて取り扱いします。

父の日
プレゼント
日々の感謝を込めて

を

アプリをダウンロード（無料）

ダウンロードと使い方

スマホをかざすと動画が見られる
◇ iOS４以上を搭載したiPhone、iPadおよびAndroid 
OS2.2以上を搭載したAndroidに対応しています
（一部対応していない端末もあります）。
◇ ダウンロードは無料ですが、通信に費用がかかる場
合があります。
◇ 通信環境によって、写真にかざした後、コンテンツ
が再生されるまで時間がかかる場合があります。

ご 利 用 端 末 に つ い て QRコードを読み込める
機種では左のQRコード
からかざすンARの無料
アプリを入手できます。

左のマークが付いた写真などに
スマホをかざしてみましょう

❶  iPhoneは「App Store」、Android端末は
「Google Play」を開き「検索」をタップ。
❷  検索窓に「かざすンAR」と入力し検索。
❸  検索結果から「かざすンAR」を選択します。
❹   《iPhone》「無料」ボタンを押すと「インストー
ル」と表示され、インストールボタンをタップす
るとパスワード入力画面が表示されます。ご自
分の「Apple ID」とパスワードを入力し「OK」ボ

タンを押すと、自動的にインストールされます。
　   《Android》「インストール」ボタンをタップ
するとダウンロードが始まり「インストール済
み」と表示されると完了です。
❺  位置情報を利用しますか？と表示されるので
「OK」ボタンを押します。数秒立ってカメラ
モードになり、画像を読み取れるようになりま
す。

は、

※複数回答可
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ワンダーフォーゲル部

自然という
 「非日常」を楽しむ

No. 005

記者として働く
　平成22年に日刊スポーツ新聞社に入社
した保坂さん。入社当時は、事業部でイベ
ント関係の仕事を希望していたため、ス
ポーツ部に記者として配属が決まったとき
はとても驚いたという。
　入社当初から高校野球やJリーグの担当
記者としての経験を積み、昨年ソチ五輪の
担当に選ばれた。このように聞くと、順調
に記者としてのキャリアを積んでいるよう
に見えるが、決して平坦な道のりではな
かったそうだ。スポーツ新聞の花形ともい
えるスポーツ部の中で働くことに対し、不
安もあった。配属当初は記事を書くことに
慣れておらず、短い原稿でも何時間もかけ
て書いていた。もし記事が書けなかった
ら、新聞が完成しないかもしれないという
プレッシャーもあった。
　スポーツの経験が全くなかった保坂さん
は、多くのスポーツのルールや選手を覚え

ることにも苦労した。忙しい合間を縫っ
て、新聞やテレビのニュースで、一人勉強
を重ねた。そして、記者として大切な事前
準備、「取材対象者の経歴や人柄などの情
報を頭に入れ、取材現場で臨機応変に質問
できるようにすることが大切」だと保坂さ
んは話す。取材対象者を知ることで、取材
をスムーズに行い、より内面を引き出すこ
とができるのだ。

選手と共に成長したソチ五輪
　今年の２月、日本中を熱くさせたソチ五
輪。開催まで１年に迫ったある日、保坂さ
んは上司に呼ばれ、「会議でソチ五輪の担
当に決定した」と突然言われた。その後パ
スポートを持っているかと聞かれ、「本当
に行くのだな」と実感したという。
　日刊スポーツ新聞社の東京本社スポーツ
部からソチ五輪に取材のため現地入りした
のは、わずか３人。さらに女性の記者は保
坂さんだけだった。

　保坂さんは主にフリースタイルスキーな
どの雪上の競技を担当した。今回のソチ五
輪で最も印象に残ったシーンは、「上村愛
子選手が惜しくもメダルを逃した女子モー
グル決勝」であると彼女は答えた。ソチ五
輪開催前から上村選手を追いかけ、最も苦
手としていたターン技術の修得に向けた血
のにじむような努力や、結婚とその後の長
期休養からの復帰の軌跡などを目の当たり
にし、同じ女性として頑張る上村選手に、
なんとしてでもメダルを獲得してほしいと
いった強い感情が生まれた。しかし結果は
無念の４位。沈む気持ちを奮い起こしなが
ら取材を続ける保坂さんの前で笑顔を見せ
る上村選手は印象的で、そこに１つの大仕
事をやり遂げたアスリートの姿が見えたと
語った。
　今までの仕事の中で一番やりがいを感じ
たことは何かと尋ねると、保坂さんは「１
面を任されたこと」と語った。新聞にとっ
て１面は顔。私たち学生記者も編集長から
１面を任せると言われたら、いつも以上に
気合が入るものである。全ての記者の期待
を背負い記事を書く、まさにエースの称号
と言ってもよいかもしれない。しかし、保
坂さんは任されたことではなく、記事を読
んだ周囲の人から「良く書けている」と褒
められたときに最も喜びを感じたそうだ。
自分の書いた記事が読者に伝わっているこ
とが実感できたときに初めて喜びを感じ
る。私たちも記者のはしくれとして、彼女
の記者としての誇りを少し感じることがで
きた瞬間だった。

未来に向けて
　保坂さんは今後の目標を「女性ならでは
の視点で、自分にしか書けない記事を書く
こと」と語った。現在同社スポーツ部には
女性記者は２人しかいない。そうした世界
で働く彼女ならではの言葉だ。実際に保坂
さんの書いた記事は表現が優しく、読んで
いて温かい気持ちになる。
　６年後には東京五輪が開催される。保坂
さんの視線はすでに東京五輪に向いてい
た。今回のソチ五輪という大舞台での経験
が生かされるだろう。ソチ五輪での体験を
糧にし、保坂さんらしい記事が東京五輪の
ときにも読めることに期待したい。今後の
保坂さんの活躍に注目だ。
《記事》土橋《企画》落合

日刊スポーツ新聞社 記者
「情報の最前線で働く」
　４年に一度のスポーツの祭典、オリンピック。２月にロシア・ソチで開
かれた冬季五輪は、今年日本中を熱くさせたイベントの一つとして記憶に
新しい。そのソチ五輪の現場から、日刊スポーツ新聞社の記者として雪上
の熱き戦いを伝えた保坂恭子さん（平22卒・118期史）。今回、これまで
の記者としての経験や、ソチ五輪での体験について話を聞いた。

保坂 恭子さん

合宿で親睦を深める

　ワンダーフォーゲル部の主な活動は、登
山やスキーなどの野外活動である。毎週水
曜日に渋谷キャンパスの部室で合宿の打ち
合わせなどを行っている。授業期間中は、
土日を利用して関東近辺の山登りやバーベ
キューを楽しみ、長期休暇中には、日本ア
ルプスの縦走に挑戦するなど、日本各地を
旅している。また、冬季には群馬県川場村
で毎年スキー合宿を行い、同部所有の山小
屋に宿泊、部員同士の親睦を深めている。
　部員は４年生10人、３年生６人、２年
生12人、１年生11人の計39人で、「合宿

が多く、24時間一緒にいるので、仲間の
良い面も悪い面も見えてしまう。それを
知った上で、相手との距離がより縮まるこ
とがある」と黒田さんは話す。
　驚いたことに同部では、登山経験者は少
なく、大学から始めた人が多いそうだ。部
員は、最初の登山で頂上に到達したときの
達成感と、雄大な自然を肌で感じること
で、登山の楽しさを知るという。

もっと知ってもらいたい

　ワンダーフォーゲル部には、340人を超
えるOBOGがいて、今もなお、在学生と
の交流が盛んに行われている。所有する
山小屋もOBOGが土地の確保から建設ま
で行った。今年は、創部60周年記念パー
ティーが開催される予定で、ますます活気
づいている。
　このように歴史ある同部であるが、在学
生に対する認知度がまだまだ低いと黒田さ
んは言う。そこで今年は、昨年までより、
勧誘活動に力を入れた。勧誘期間には、部
員総出でビラを配り、ブースを作り、丁
寧に説明をした。また、ホームページや

　本学ワンダーフォーゲル部は、登山やスキーなどを通してキャンパスでは体感でき
ない自然を楽しむことができる部会である。
　今年創部60周年を迎える同部では、現在２つの悩みを抱えている。それは「活動
内容の認知度が低いこと」と「女子部員が少ないこと」。そこで今回は、主将の黒田
秀紀君（史３）に、２つの悩みとその解決に向けた取り組みについて話を聞いた。

SNSを利用して同部の活動内容や新入生
募集、歓迎会の告知を随時更新した。おか
げで歓迎会には多くの新入生が集まり、そ
の大半が入部を決めた。
　自分たちの活動をもっと知ってもらいた
いという部員の気持ちが実を結び、少しず
つ認知されているようだ。

女子部員求む！

　同部のもう１つの悩みは、女子部員が少
ないこと。もちろん男子部員の入部も大歓
迎だが、「登山中の部員への声掛けなどの
気遣いや合宿の計画づくりでは、女子部員
の方が頼りになります。現に４人の幹部の

うち、私を除く３人が女子部員です」と黒
田さんは話す。
　しかし、現在の女子部員数は５人と圧倒
的に少ない。毎年、登山を散策程度に考
え、合宿中の食事や水回りを気にして、入
部をやめる女子学生が多いそうだ。
　黒田さんは「まず、山を登ることで四季
折々の自然が楽しめることを知ってほし
い。少しでも興味が湧いたら、ぜひ入部し
てほしい」と切実に話していた。
　残念ながら今年の新入生勧誘期間には、
女子部員の入部はなかった。「女子部員が少
ない」という悩みは、継続中だが、認知度が
上がりつつある同部の活動に注目したい。
《記事》森《写真》福沢

　若葉の候も過ぎ、季節が夏に移ろう
としている。今年の春は寒さが長引い
た印象があるせいか、皆春の風と陽の
光を求めているのかもしれない。昼時
の渋谷キャンパスでは、初夏の風に吹
かれながら、校舎前のベンチや正門近
くの石段に座ってお昼を食べる学生た
ちをよく見かける。いや、そういう学
生で溢れかえっている。所狭しと居並
んで楽しそうに、しかし幾分窮屈そう
に、思い思いにお昼を食べている。そ
のちょっとみっともなくもくつろいだ
様子に、就職難民ならぬ「昼食難民」
という名が思い浮かんだ。
　あるいはこの春の混雑ぶりは、体育
館跡地の新設工事が原因かもしれな
い。体育館前の階段という広いランチ
スポットが失われた分、昼食時の人口
密度が上がり、残された快適なランチ
スポットは取り合いとなり、結果難民
が発生しているのかもしれない。
　ここでふと、自分が学生であったと
きの昼食はどのように食べていたのか
が気になり、薄くなりかけた記憶をた
どってみた。たまプラーザキャンパス

若
木
が
丘
の「
昼
食
難
民
」

の日当りのいい芝生に腰を下ろしてコ
ストパフォーマンス抜群の「ブールパ
ン」をぱくついたり。氷川神社下の公
園のベンチでコンビニのおにぎりを食
べたり。生協でお湯を入れたカップ
ラーメンを今は無き大学院棟前の階段
に座ってかきこんだり。なんだ、自分
も立派にみっともなくもくつろいだ
「昼食難民」だったんじゃないか。そ
ういえば盛夏を迎えて野外での昼食が
つらくなってくる頃には、新たに友人
もでき、空き教室や部室、ラウンジな
ど、空いている場所を見つけるのが上
手になって、だんだんとみな「昼の居
場所」を確保するようになっていった
と思う。
　「昼食難民」は春限定の風景、新学
期の風物詩なのかもしれない。
 飯倉義之（学生部委員・文学部助教）

今
年
１
月
、
カ
ナ
ダ
で
ス
キ
ー
Ｗ
杯

を
取
材

国際交流歓迎会
　５月８日午後６時から、本学渋谷キャン
パス若木タワー有栖川宮記念ホールで今年
度から本学で学ぶ留学生たちのための国際
交流歓迎会が行われた。滞在は、半年間も
しくは１年間の予定で、韓国・イタリアな
どから来日した招

しょう

聘
へ い

研究者１人と学部・大

学院の留学生18人が学んでいる。今回の
会には、昨年度より引き続き本学で学ぶ留
学生や彼らの日本での生活をサポートする
K-STEPアシスタント、国際活動サークル
「cha×cha」に所属する学生が参加し、
新しい仲間を温かく迎え入れた。
　開会のあいさつ・乾杯の後、歓談の時間
に。留学生と日本人学生が、笑顔で交流を
楽しむ様子を見られた。また、歓迎会では

恒例の大クイズ大会も行われ、留学生・日
本人学生混合のチームでクイズに解答。留
学生の母国に関するクイズもあり、留学生
と日本人学生が助け合いながら１問１問を
乗り越えていた。留学生には、本学学生と
交流を深めながら、母国では得られない大
切なひと時を過ごせることを期待したい。
《記事》落合《写真》平野
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企業に求めるマーケティング
　今回行われた消費税の増税によって、
実際に私たちの消費生活にはさまざまな
変化が起きた。今回の消費増税による影
響として、多くの業界で4月第1週目は
売上げが前年比でマイナスを記録した。
しかし、スーパーや家電量販店では第2
週目から落ち込み幅が改善。予想より
早い回復ではあるが、17年前の増税で
はいったん回復の兆しが見えた個人消費
が、再びマイナスに転じている。こうした
事態を招かないためにも、「企業には、
消費動向の変化を十分に精査し、需要変
動への適応力を高めていくマーケティン
グが求められる」と宮下准教授は話す。

消費者の需要はどう変わる？
　各種メディアの報道に見られるよう

に、百貨店や自動車販売店などの高額商
品を販売する業種では、税率引き上げ直
前に購買力が高まる「駆け込み需要」の
反動により売り上げが落ち込むなど、今
回の消費税の引き上げによる影響が表れ
始めている。宮下准教授は、この「反動
減」が夏頃まで続くと見込んでいる。夏
のボーナス商戦が本格化する６月後半ま
でに、各企業がどこまで需要を喚起でき
るかどうかが勝負になるという。
　一方でこの春、大企業を中心に賃金値
上げの動きが見られ、労働者（消費者）
の中には使えるお金が増えたという人も
いる。それに対し、一部の企業では増税
分を価格に転嫁することが困難で、賃金
値上げには踏み切れていないことも事実
だ。増税を受けて、消費者の間では、引
き続き「低価格志向」や「節約志向」が
維持されていくだろう。しかしその反

面、消費者が購買意欲を我慢し続けるに
は限界がある。我慢を続けるだけでな
く、時には多少高額でも欲しいモノ・コ
トにお金を使うという「メリハリ消費」
を行うようになると予想される。

増税が企業に課した課題
　消費税率が３％から５％へ引き上げら
れた17年前の平成９年は、増税後の消
費の落ち込みがなかなか回復せず、景気
が悪化の局面に転じる「景気の腰折れ」
状態となった。また、この年に起きたア
ジア通貨危機や国内の金融機関の相次ぐ
破綻が引き金となり、約20年間にわた
るデフレ経済が続いてきた。
　17年前のように国内外で予想外の経
済問題が相次いで発生すると、再び経済
状況の悪化は避けられなくなるかもしれ
ない。今回、その不安要素の１つとし

て、中国経済の減速を危惧している。輸
出入で中国経済への依存度を高めている
日本経済にとって、企業全体が影響を受
ける懸念があるのだ。
　消費を喚起する立場の企業が17年前
の二の舞を演じることなく、デフレ経済
の脱却に近づきつつある。宮下准教授
は、日本経済が、消費増税というマイナ
ス要素をどのように乗り越えるのかに注
目している。「企業にとっての最重要課
題は、増税後の消費者の需要に適応した
マーケティングの展開をし、不測の事態
が発生してもそれに惑わされないことで
ある」と宮下准教授は話した。
《記事》落合《写真》加瀬

　今年４月１日から消費税率が８％に引き上げられた。私たちの身近なところでも、一部の公共交通機関で
ICカードと切符とで料金が異なる「二重運賃」が導入され、町なかでは税率改定による商品の値上げが多
く見られるなど、至る所で変化が起きている。今回の消費増税によって、今後の消費の動きはどう変化して
いくのだろうか。マーケティングを専門とする本学経済学部の宮下雄治准教授に、消費者と企業の双方から見
た増税直後の消費動向と、今後起こりうる消費者や経済全体への影響について話を聞いた。

消費税増税をどう乗り越える？宮下 雄治准教授経済学部

平成26年度東都大学野球
春季１部リーグ

～対駒沢大学戦～
　東都大学野球春季１部リーグは、４月に
開幕。本学は、開幕カードで勝ち点を落とし
たが、次の拓殖大学からは勝ち点１を獲得し

続けている。５月６日時点で本学はリーグ３
位。この日は、午前10時30分から上位を争う
２位駒沢大学との１回戦が行われた。
　本学の先発投手・田中大輝君（史４）
は、安定した立ち上がりで試合の流れをつ
くる。試合が動いたのは４回表、２番小木
曽亮君（健体４）が四球で出塁。相手の失
策などをからめ好機を作ると続く３番柴田
竜拓君（経２）の内野ゴロの間に先制。さ

らに田中君の力投に応えたい打線は６回
表、相手のミスなどで２死２、３塁の好機
を作ると５番櫻吉宏樹君（経営３）が内野
安打を放ち1点を追加した。８回にも櫻吉
君が、この日２本目となる適時打、続く７
番井村滋君（日文４）が適時打で続き、４
－０で試合を決定付けた。
　終わってみれば、先発の田中大輝投手は
９回を投げ５安打完封。翌日の２回戦も５
－２で勝ち、勝ち点を手にした。
《記事》田中《写真》福沢

リ
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選手からマネージャーへ

福沢：竹内さんは、現在主務として硬式野
球部で活動されていますが、主務とは部の
中でどのような役割なのですか？
竹内：簡単にいうと、マネージャーのリー
ダーであり、チームの責任者です。マネー
ジャーにはグラウンドや寮の中でさまざま
な仕事があり、それらを統括する役割で
す。主務は、マネージャーとして活動して
きた上級生の中から選ばれます。
福沢：竹内さんは、最初からマネージャー
だったのですか？
竹内：いいえ、僕は小学校から高校まで硬
式野球で投手としてプレーしていたので、
選手として入部しました。ですが、１年生
の夏にけがをして思うようにプレーできな
くなってしまったため、マネージャーの道
を決意しました。
田中：選手からマネージャーになること
に、抵抗はありませんでしたか？

竹内：マネージャーへの転向は、監督から
の勧めもありましたが、最初は選手として
部にいたいという気持ちが強く、悩みまし
た。
福沢：マネージャーになる決め手になった
ことは何だったのですか？ 
竹内：マネージャーの先輩の姿を見たこと
です。選手は、「試合に出たい」「うまくな
りたい」という明確な目的があるため、そ
の一点に集中しています。反面、マネー

ジャーは選手という立場から一歩引いてい
るためか、全体を見ることができます。自
分がけがをする前から感じていたことなの
ですが、選手をケアし、グラウンドへ送り
出す先輩の姿を見て、人としてかっこいい
と思ったことが、マネージャーになる決断
をした大きなきっかけです。

選手たちの支えとなる
福沢：チーム全体を見る仕事とはどのよう
なことですか？
竹内：まずは、選手の様子を気にかけるこ
とですね。毎朝、体調のチェックをするの
ですが、選手の多くは多少具合が悪くても
練習をしたいために無理をしようとしま
す。時には選手を説得し、休ませることも

マネージャーの仕事です。
　また、選手がグラウンドに行くとき、寮
の出入り口を出ていく選手の表情やあいさ
つの雰囲気で体調の判断をすることもあり
ます。
福沢：それだけで判断できるのですか！？
竹内：はい、僕は基本的に寮の出入り口に
ある受付で電話対応などの細かい仕事をし
ているので、必然的に選手が練習に行くと
きや、終わって帰ってきたときの様子をほ
ぼ毎日見ることになります。そのためか、
普段と雰囲気の違う部員がいると「何か
あったのかな」と感じるようになりまし
た。そのときは、積極的に声をかけるよう
に心がけています。
福沢：選手たちは悩みなどを話してくれま
すか？
竹内：体調や気持ちの面での相談が多いで
すが、マネージャーは監督やコーチなどの
指導者に一番近い部員であるため、選手か

ら指導者とのコミュニケーションについて
相談されることもよくあります。
平野：相談されたとき、どのように対応す
るか迷ってしまうことはないですか？
竹内：ありますね。しかし、せっかく自分
を頼ってくれたのだから、状況を詳しく聞
くなどして、無責任な対応にならないよう
気をつけています。
平野：本学硬式野球部にとって、竹内さん
は大きな支えですね。 
竹内：チームのために自分には何ができる
のかを考えて毎日活動しています。

チームのためにできること
田中：自分の時間の多くを割いて、チーム
に貢献する理由は何ですか？

竹内：僕の高校時代の野球部は、あまり強
くありませんでした。そのため、本学の硬
式野球部という現実的に日本一を目指せる
チームに入ることができ、そのチームの支
えとして活動できることが何よりも嬉しい
です。選手のケアなど、自分が仕事として
日々行っていることがチームの勝利へつな
がっていると思うと、やりがいも感じま
す。
福沢：選手のために頑張っていることが、
竹内さん自身の喜びにもなるということで
すね。
竹内：そうですね。このチームでは選手も
マネージャーも関係なく、いつも「日本
一」を目指す気持ちは一つです。そのため
に皆が、自分には何ができるのかを常に考
えています。
福沢：竹内さんは、今後どのようにチーム
を支えていきたいですか？
竹内：今僕は、チームの中にいながらも、
客観的な視点でチームを見ることのできる
立場にいます。なので、部員への気遣いを
常にしていくことと、チームの雰囲気作り
をしていきたいです。試合に出ることはな
いけれど、目標に向けて必死になる気持ち
は、僕も選手たちも変わりません。チーム
一丸となって意識を高く持てるよう、率先
して呼びかけたり、行動で見せたりしてい
きたいと考えています。
《取材》福沢・田中・平野
《記事》福沢《写真》田中

「日本一」へチームを支える日々

　４月、今年の東都大学野球春季リーグが
始まった。昨年のエースと４番が抜け、
新しい顔ぶれでスタートした本学硬式野球
部。今年はどのような活躍を見せてくれる
のか楽しみだ。昨年10月に同部の主務と

なった竹内岳君（経ネ４）は、選手としてではなくマネージャーとして陰でチームを
支える。部や部員のために毎日どのような活動をしているのか、そしてチームを支え
る今の気持ちについて話を聞くため、硬式野球部の合宿所へ潜入した。



第624号 平成26年５月10日（土曜日） 　　（4）國　學　院　大　學　学　報

「感謝を込めて」
　今号は、１面の「父の日特集」からは
じまり、「突撃！！学生記者！」の清掃員
や、「潜入！国大生24時！」の硬式野球部
竹内主務など、さまざまなシーンの「感
謝」を伝える号となりました。今回私は
「こくぴょんのおさんぽ」で、映像の中に
登場するこくぴょんのキャラクター弁当を
作りました。私は普段、料理を一切しない
ため、下準備は母に手伝ってもらい、当日
は早朝５時に起床。慣れない包丁の扱いに
苦戦しながら作りました。当たり前のよう

に母に作ってもらっていたお弁当を自分で
作ってみると、初めて母の苦労が分かった
気がします。
　今回１面に記載されている「父の日特
集」では「学生の親子関係に関するアン
ケート」を実施し、父の日に日頃の感謝を
伝える人がいた反面、何もしないという人
が多くいることが分かりました。私も、こ
こ数年、父の日に父へプレゼントや感謝を
伝えていませんでした。父の日に関する取
材をしたことをきっかけに、私も両親へ感
謝の気持ちを伝えたいと思っています。
　また、読者の皆さまへ日頃の感謝の思い

を込めて、今年度からアンケート回答者へ
の読者プレゼントが変わりました。各号で
紹介した話題にちなんだものをお贈りしま
す。春号は、こくぴょんのおさんぽのチェ
リーロードから万葉エコBeeプロジェク
トの「さくらのはちみつ」です。詳しくは
１面をご覧ください。
　この春入学したフレッシュな新入生か
ら、社会人目前の４年生。自分の心情や、
伝える相手によって感謝の気持ちは十人
十色。この春号が、皆さまの感謝を伝える
きっかけとなれば幸いです。
 （平野）

　本学渋谷キャンパスの最寄り駅であるJR渋谷駅
ハチ公口改札から徒歩数分。渋谷駅の目の前に日本
赤十字社東京都赤十字献血センターハチ公前献血
ルームはある。同献血ルームがあるビルの前はとても人通りが多いが、献血ルームに一歩足を
踏み入れると、白を基調とした清潔感のある空間が広がり、渋谷の街の喧騒からは想像できな
いほどである。
　ハチ公前献血ルームは、平成20年にオープン。現在、献血ルームにおける献血者満足を向
上させる活動が全国的に順次行われている。居心地の良い空間を作ることは、献血後の体調不
良を防ぐことにも効果的なのだ。ハチ公前献血ルームはその先駆け的存在となっている。
　献血は、16歳から69歳の健康な人なら気軽に参加できるボランティア活動である。献血製
剤においては、安定した供給をすることが重要だが、輸血用血液製剤の一つである血小板製剤
の有効期限は採血後４日間である。また一度献血を行うと、血液の成分が回復するまでの期間
を考慮し、最短でも２週間は期間を空けなければ次の献血をすることができない。安定した供
給には多くの人の協力が必要なのだ。
　日本赤十字社の発表によると、大学生を含めた20代の献血人口は平成６年の200万人超か
ら、平成25年には約半分の100万人程度にまで減少している。一方、高齢化などの影響で血
液需要の増加が見込まれている。そのため日本赤十字社では、若年層向けのイベントを行い、
献血人口増加のためのさまざまな工夫を凝らしている。ハチ公前献血ルーム所長の中島寿芳さ
んは「少しでも多くの人に、献血に関心
を持ってもらいたい」と語る。
　本学渋谷キャンパスには、例年２回体
育連合会が主催して献血バスが訪れる。
今年の１回目は、６月５日㈭と翌６日㈮
の２日間行われる予定だ。献血をしたこ
とがない人も、献血に参加してみてはい
かがだろうか。また、学校帰りや買い物
の途中などにハチ公前献血ルームに気軽
に足を運んでみるのもよいだろう。
《記事》土橋《写真》加瀬

ハチ公前献血ルーム

　春になると満開の桜が咲き誇る美しい遊歩道。本学たまプラーザキャンパ
ス内を通る遊歩道沿いには多くのソメイヨシノが植えられ、通称「チェリー
ロード」と呼ばれている。今回は、満開の桜が新入生を迎えるこのチェリー
ロードを訪れた。

満開の遊歩道
チェリーロードこくぴょんの

キャンパスを彩る桜色
　今年、横浜市は平年より３日早い３
月31日に桜の満開宣言があった。学
内に咲く桜も４月１日には、ほぼ満開
となり、チェリーロードを歩くと、鮮
やかな桜色が一面に広がった。キャン
パス内には、普段の大学生活ではあま
り見かけることがない地域に住む子ど
も連れの家族が多く訪れ、子どもた
ちは、桜の木の下で元気にはしゃいで
いた。今年は、４月の第２週に葉桜と
なってしまったが、ぜひ来年は、た
くさんの桜の花びらと在学生や子ども
の笑顔によって美しく彩られる本学の
チェリーロードを訪れてほしい。

味覚から、さくらを
　同キャンパスでは、「万葉エコBee
プロジェクト」という地域住民と共に
自然環境を考えるための養蜂活動が学
生を中心に行われている。毎年この時

期には、チェリーロードの桜の香りに
誘われたミツバチが集めたハチミツか
らもほんのり桜の香りが漂う。飽きの
こない甘みが特徴だ。今回、本紙１面
に記載されているアンケートの回答者
の中から抽選で５人に「さくらのはち
みつ」をプレゼントする。ぜひ、たま
プラーザキャンパスの桜を味と香りか
らも楽しんでほしい。
《記事》平野《写真》加瀬
《映像》田中

写真にスマホをかざすと、チェリー
ロードの動画がご覧になれます。

より良い掃除を考え、日々試行錯誤
　今回は、本学の清掃に携わって６年目を
迎え、全体の統括を行うベテランの川村行
男さんに話を聞いた。
　清掃作業員（清掃員）の朝は早い。４月
10日午前６時30分、私たち学生記者は、
裏方として渋谷キャンパスを支える清掃員
の仕事を調査するため、早朝の渋谷キャ
ンパスに集合した。最初は、120周年記念
１・２号館と３号館の教室、トイレ、そし
て学術メディアセンター（AMC）内を掃
除する。これら施設は、学生が多くなる午
前８時30分頃には清掃を終わらせなけれ
ばならない。そのため、毎朝午前６時から
掃除が始められているのだ。
　清掃員３人で構成されたＡＭＣ専属の

チームが１つと、それ以外の施設は、５～
６人で構成された３つのチームで掃除をし
ている。チーム内では各自の役割が決めら
れていて、３人が教室（黒板、机と椅子、
床）、２人が廊下とトイレの清掃をするこ
ととなっている。この体制は決まった時間
内で清掃を終わらせるにはギリギリの人数
だという。川村さんは「現在の掃除システ
ムは、他の清掃員と話し合い、コストや最
低限の人員、作業効率を考えて試行錯誤し
た結果、成り立っています」と話す。しか
し、大きな枠組みは決まっていながらも、
個々の掃除の進め方を細かく決めることは
ない。それぞれの清掃員が、担当の場所を
一番きれいにするという高い意識のもと、
最も効率の良い方法を日々考えながら実践
しているのである。

「机の中」に要注意！
　今回私たちは、１号館４階の掃除を体験
取材した。最初に、机の中にゴミや落し物
が無いか確認し分別する。次に椅子・机の
整頓をしながら、はたきで机の上のゴミを
落とす。その後、ゴミ拾い用のモップで床
のゴミを集め、靴底のゴムが擦れた跡を、
別のモップを使い、足裏で踏むように擦っ
ていく。このように、１つの教室で６つの
工程をこなさなければならない。２時間半
で１号館の全ての教室を回るためには、１
教室を平均６分で終わらせなければならな
い。今回は、清掃員の方に手伝っていただ
いたのにもかかわらず、１号館４階の１フ
ロアだけで40分もかかった。
　「掃除はただきれいにするだけではな
く、時間との戦いでもあります。しかし、
１つでも工程を省いてしまうと教室に入っ
たときに、きれいだと感じてもらえなく
なってしまいます」と川村さんは話す。そ
して、掃除中に一番目についたものは、机
の中のゴミである。特にペットボトルや食
べ物のゴミが多く、中には手帳やまだ使え
るルーズリーフもあった。
　机の掃除を担当する清掃員さんは「忘れ

物をしないためにも、教室を出るときは必
ず机の中を確認してほしいです。そしてゴ
ミは机の中ではなく、ゴミ箱へ捨ててほし
い」と話した。
　体験取材前に清掃員の掃除を見て、私た
ちが強く感じたことは「チームワーク」で
あった。彼らは決して他の担当場所には手
を出さず、自分の持ち場を素早く掃除す
る。そして、お互いの掃除を邪魔しないよ
うに相手の掃除の進め方を熟知し、ペース
を合わせる。このように清掃員間での信頼
と呼吸の合わせ方が、限られた時間内での
掃除をするうえで欠かせないものであると
感じた。

「掃除」されていることのありがたさ
　今回の取材を通じて私たちは、大学だけ
に限らず、家やお店などの公共空間が、常
にきれいに掃除されていることのありがた
さを再認識した。普段から掃除されている
のは当たり前と考える人や、日常生活を送
る場所が毎日掃除されていることを意識し
ていない人も多いかもしれない。しかし、
川村さんは「私たち清掃員は、学生のこと
を第一に考えて仕事を行っています。大学
の主役は学生です。失礼や邪魔にならない
よう、あくまで裏方の仕事として取り組ん
でいます」と話す。
　使った椅子を元に戻す、ゴミはゴミ箱へ
捨てる。当たり前のことではあるが、わず
かなことを意識することが、私たち学生か
ら清掃員へ日頃の感謝を伝える１つの方法
ではないかと思う。
《記事》高村《写真》福沢

大学を支える
縁の下の力持ち

　皆さんはキャンパス内で働く清掃作業員を見
かけたことはあるだろうか。見かけたことは
あっても、どんな人がどのように掃除をしてい
るかを気にかけたことがある人は少ないのでは
ないか。果たして彼らは、渋谷キャンパスを日々
どのようにきれいに掃除しているのか。そこに
は、単なる「掃除」という２文字では片付ける
ことのできない、仕事に対する情熱があった。

第５回
学内清掃員学内清掃員学内清掃員

清掃体験をする学生記者（左）
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